
令和５年度 第１回 直江津区地域協議会 

次 第 

 

日時：令和５年４月１２日（水）18:30 – 19:45 

会場：レインボーセンター 多目的ホール 

 

 

１ 開  会                          18:30 – 18:32 

 

 

 

２ 会長あいさつ                        18:32 – 18:35 

 

 

 

３ 議 題                           18:35 – 19:40 

 

【協議事項】 

・地域活性化の方向性について 

 

 

 

・自主的審議事項について 

 

 

 

４ その他                           19:40 – 19:45   

・次回地域協議会 

  月  日（  ）午後６時３０分～ レインボーセンター 多目的ホール 

  

 

 

５ 閉  会 



「（仮称）直江津区の活性化に向けた意見交換会」の実施について（案） 

   

 

１ 目 的  

地域協議会が、地域において特に重視したいこと、大切にしたいことを「地域

活性化の方向性」として作成するにあたり、地域住民や地域の活動団体から直江

津区の魅力や特性をお聞きすることで、認識の共有を図ると共に検討の参考とす

る。また、新たな制度である「地域独自の予算」について地域住民へ周知を図る。 

  

２ 対象者  

  ・地域住民、地域の活動団体 

  ・地域協議会委員 

 

３ 開催日時 

  令和 5年 5月中旬から下旬 土日の午前 2 時間程度 

 

※事務局案：5月 27 日（土）または 28 日（日）午前 10 時～ 

 

 

４ 会 場 

レインボーセンター 多目的ホール及び第二会議室 

            

５ 内 容 

  ・「地域活性化の方向性」についての意見交換（グループ討議） 

  ・「地域独自の予算」の制度の周知 

 

６ 周知及び申込方法 

・「地域協議会だより」の回覧（広報上越 4月 25 日発行と一緒に） 

・地域活動団体へ個別に案内送付（過去 3年の地域活動支援事業採択団体） 

・委員からも町内等へのお声がけを行う。 

   開催日一週間前までの事前申し込み（事務局へ電話、ＦＡＸ、メール等）を

基本とするが、当日参加も可能とする。 

  ・報道機関に情報提供を行い、直江津に関心のある市民に広く呼び掛ける。 

 

【資料 No.１】 





 自主的審議の進め方について  

                          

 

 地域協議会では、上越市地域自治区の設置に関する条例第 7条第 1項に基づき、市長からの諮問事

項だけではなく、地域協議会が自ら必要と認めるものについて、審議（以下、「自主的審議」という。）

し、意見を述べることができます。 

 この自主的審議に当たって、会議を円滑に進行するため、以下のとおり取り扱いたいと考えます。 

 

 

 

１ 審議事項の届出者 

○ 地域協議会委員 

○ まちづくりセンター（区内の住民から直接要望・相談があった場合に限る） 

 

２ 届出手続 

○ 自主的審議を希望する委員は、「○○区地域協議会自主的審議に係る提案書（委員用）」に必要

事項を記入の上、まちづくりセンターへ提出することとします。 

○ 上記の提出期限は、地域協議会開催予定日の１４日前までとします。 

○ 区内の住民からまちづくりセンターに直接要望等があった場合は、センターで「提案書（セン

ター用）」に必要事項を記入することとします。 

 ○ 提案書は、センターで全体を取りまとめた上で、会長に届出を行うこととします。 

 

【補足説明】 

① 提案書の作成等について 

・ 委員から提案書の提出があった際は、提案の趣旨などをセンターで確認し、

内容を整理します。（必要な場合は、提案書の作成をサポートします。） 

② 提案書の提出期限について 

・ 提案書の提出期限については、提案書の調整・事前送付や、提案内容に関

係する担当課との連絡調整（会議の出席要請、資料作成等）に一定の期間が

必要なため、地域協議会開催予定日の１４日前までとしています。 

③ 会議当日の届出の対応について 

・ 上記の提出期限後会議当日までの間に届出（提案書の提出）された場合や、

会議当日の提案については、準備の都合上、審議の可否の決定や具体的な審

議は、次の会議以降でお願いします。 

・ 但し、区域内の案件で緊急性が高く、速やかに審議を行う必要があると認

められる場合にあっては、提案書の提出期限に関わらず、可能な限り直近に

開催される地域協議会に諮れるよう対応するものとします。その際、届出事

項の緊急性は、提案書受付後、会長に判断していただきます。 

 

 

 

 

３ 審議の可否の判断 

○ 届出のあった事項については、提案書の提出後、最初に開催される地域協議会において審議の

可否の判断を行うこととします。 

○ 自主審議を行う事項が多数ある場合は、あわせて審議の優先順位についても話し合い、決定す

ることとします。 

【補足説明】 

○ 審議の可否の決定方法は、上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 3 項に

基づき、出席委員の過半数で決定し、可否同数の場合は議長である会長が決定しま

す。 

 

４ 審議の開始時期 

○ 審議の開始が決定した自主的審議事項は、原則、その決定を行った会議から審議を行うことと

します。 

【補足説明】 

○ 案件によっては審議に必要な資料の準備の関係上、本格的な審議は次回以降とな

る場合があります。 

 

【自主的審議事項の届出・審議等に係る具体的な手順（フロー図）】 

 

 

 

 

 
地域協議会委員審議事項の

届出者
まちづくりセンター

区域内の住民

会　長
（提出先：まちづくりセンター（センターは会長に連絡））

届出先
（提案書の提出先）

審議の可否
の判断

提案書の提出後、最初に開催される
地域協議会で決定

審議の開始決定後、地域協議会
において審議を開始

出席委員の過半数で決定。
可否同数の場合は議長で
ある会長が決定

審議の開始

会議の開催予定日の14
日前までに提案書を提
出

会議の開催予定日の14日
前までに提案書を提出

【参考資料】 

※令和 2年度第 5回地域協議会資料 


